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１	
 はじめに 
	
 山形市西部地区小中学校（西山形小学校、村木沢小学校、大曽根小学校、第八中学校）

では、昭和５８年度、八中学区の子どもたちの抱える課題を共有し、その解決のため小

中間・小小間の連携を充実させることを目的に八中学区小中連絡会（西山会）が発足さ

れた。平成 20年度、養護教諭部会にて不登校生徒のテレビ、ゲーム漬けの生活が話題
となり、平成 21年度子ども達の生活リズムの実態把握を目的に小中生活リズムアンケ
ート調査を実施。結果、テレビ・ゲーム漬けの子ども達の姿が浮き彫りとなり、改善に

向けて各校それぞれの取り組みが開始された。しかし、子どもたちを取り巻く電子メデ

ィア環境（テレビ、ＤＶＤ、電子ゲーム、パソコン等）は、ますます進歩多様化してい

く中で、長時間接触による依存化傾向や生活リズムの乱れの改善は大変難しく、効果的

な指導はどうあるべきかが大きな課題となった。平成 23年度、９年間を見通し子ども
達の健やかな成長を育むためには、小中間の生活リズムの問題点をより明確化し情報を

共有化すること、地域・家庭・学校で連携を図り生活リズムの大切さについて啓蒙して

いく必要があること、子ども達が将来的にも電子メディアとじょうずにつきあいセルフ

コントロールしながら自らの生活リズムを整えていくことはこれからの時代に不可欠

であり、そのための指導には各校での単発的な取り組みで終わるのではなく、小中 9年
間という長いスパンで共有した指導の必要性があると考え、西部地区小中合同学校保健

委員会を立ち上げ小中連携による活動を進めていくことになった。平成 23年度より毎
年秋に西部地区小中合同学校保健委員会が開催され小中生活リズムアンケート結果を

基に情報の共有化を図り課題解決に向けての話し合いが行われ、小中連携による生活リ

ズム改善の取り組みを継続的に行っている。 
 

２	
 目	
 的 
本研究では、平成 23年度から平成 26年度までの小中合同学校保健委員会を中心と

した 4年間の取り組みについてまとめ、問題点や課題を考察する。 
子どもたちの電子メディアセルフコントロール力を育み、生活リズム改善を図るため

の小中連携による９年間を通しての効果的な指導方法をさぐる。 

























◇西部地区小中学校生活リズムアンケート調査	
 成果と課題 
	
 ・西部地区小中連携による生活リズムアンケート調査は、小学校・中学校のそれぞれに

しか見えなかったものが、小中を通じ長いスパンで子ども達の実態を捉えることがで

きるようになった。小中 9年間を通しての健康課題がより明確になった。 
	
 ・アンケート結果は毎年小中合同学校保健委員会の資料とし報告を行っている。健康課

題を共有し、解決に向けての話し合いが行われることで、学校・地域・保護者がつな

がり、同じ方向性を持ち取り組みをすすめていくことができるようになった。 
	
 ・アンケート結果を年次で比較し継続的にみていくことで、西部地区小中連携の取り組

みにより改善された点、改善されていない点等がわかりやすくなった。その後の、小

中連携の取り組みについて話し合うための効果的な資料となった。 
	
 ・西部地区小中の子ども達の生活の中で、電子メディアが占める位置が大きいことがわ

かった。入学前からの指導の必要性が必要と考えられる。 
・アンケート項目については、課題を改善していくために必要と思われる項目を見直し

新たに追加してきた。電子メディア長時間接触が、今現在子ども達の健康状態にどう

影響しているのかも含めて今後調査項目を検討していきたい。 
 
（２）西部地区小中合同学校保健委員会話し合い内容と取り組み	
  
◇西部地区小中学校合同学校保健委員会(平成 23 年度～)について	
 

○西部地区小中連絡協議会(西山会)全体テーマ	
 

「９年間を見通して子どもを育てるために」(H19 年度～)	
 

○目	
 的	
 

①西部地区小中学校の子ども達の健康安全に関わる情報を共有し、課題解決の	
 

ための取り組みを行い、９年間を通して子ども達に生きる力を身につけさせる。	
 

	
 	
 ②学校、地域、家庭との連携を図り、子ども達の健やかな成長を育む。	
 

○小中合同学校保健委員会構成メンバー	
 小学校	
 （３校）	
 中学校	
 （１校）	
 	
 

・教職員代表（校長、教頭、教務主任、保健主事、保健安全部長（中）、養護教諭ほか）	
 

	
 	
 	
 ・学校医（内科、耳鼻科、眼科、精神科）、学校歯科医、学校薬剤師	
 

	
 	
 	
 ・ＰＴＡ代表（会長、副会長、母親委員長ほか）	
 

・地域代表(西部地区担当保健師ほか)	
 

○運営について	
 

・西山地区小中学校合同にて年１回学校保健委員会を開催する。	
 

	
 	
 	
 ・運営事務局を西部地区小中学校養護教諭部会とする。	
 

・健康安全等についての課題を共有し、９年間を通し心身ともに健康な児童生徒を	
 

	
 	
 	
 	
 育むための取り組みを推進していく。	
 

・会の構成メンバー等については、毎年の議題内容等により追加変更等のあるもの	
 

	
 	
 	
 	
 とする。	
 





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）平成２６年度	
 生活リズム改善のための小中連携による具体的取り組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	
 	
 平成２６年度	
  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

 
 
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
  

第３回(平成２５年度)	
 「西部地区小中学校の生活リズムを考える」 
	
 協議テーマ～メディア(ゲーム・パソコン・テレビ)と上手につきあっていくためには～ 

＊メディアと子どもの健康とは？ 
・学校医からの提言「メディアと子どもの健康について考える・心と体への影響」 
	
 	
 	
 内科校医：高椅邦之先生	
 	
 精神科校医：阿部憲史先生	
 より 
･アンケート結果報告	
 ・グループ討議	
 ・全体交流	
 ・今後の取り組みの確認 

	
 	
 課題小学生からのメディア依存傾向、接触時間をコントロールできない実態→子どもも

大人も、メディアの心と体への影響について知ることから始めよう 
	
 	
 ＜具体的取り組み＞ 
	
 	
 ・小中連携でメディアと子どもの健康、心と体への影響についての啓蒙を図る。 
	
 	
 	
 日本小児科医からの５つの提言について活用、メディアと子どもの健康について 

保護者への啓蒙→就学時説明会（小）入学説明会（中）ＰＴＡ総会、学級懇談会等 
	
 	
 ・子どもの発達に応じた小中連携のメディア教育、保健指導の推進	
  

・ 
 
第４回(平成 2６年度)	
 「西部地区小中学校の生活リズムを考える」 
	
 協議テーマ～メディア(ゲーム・パソコン・テレビ)と上手につきあっていくためには	
 ～ 

＊子どもも大人も、メディアの心と体への影響について一緒に学ぼう 
･アンケート結果報告	
 ・グループ討議	
 ・全体交流 

	
 	
 ◇全体講師の田澤先生からも一緒に参加していただき意見交流及び助言を頂く 
	
 課題小学校低学年からのメディア依存化と生活リズムの乱れ→入学前から幼少期からの生

活の見直しとルール作り 
小中 9年間を通しての生活リズムセルフコントロール力を育む指導の検討 

	
 講演会	
 	
 「子どもたちへの伝言	
 ～	
 電子メディアの光と影	
 ～ 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 講師：国立病院機構仙台医療センター 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 小児科医	
 田澤	
 勇作	
 氏 

参会者：八中学校生徒（1年～3年）小中合同学校保健委員会参会者 
西部地区小中学校保護者・西部地区小中学校教職員 
西部地区内幼稚園、保育園教職員 

	
 	
  
 

 

＜成果と課題＞ 
・小中合同学校保健委員会では、西部地区小中学校の子

ども達の実態、課題を共有し小中連携でできることに

ついて話し合うことができた。小中 9年間を通した連
携した取り組みを進めていくことができた。 

・低学年からのメディア依存による生活リズムの乱れの

実態がみられ、幼児期からの指導が大切であると考え

られる。幼・保、小・中と連携の枠をもっと地域に広

げ、活動を行っていくことが必要である。 
 



（３）平成 26年度	
 生活リズム改善のための小中連携による具体的取り組み 
	
 ＜平成 26年度	
 取り組みを進めるにあたって＞ 
①小中合同学校保健委員会にて課題を提示し、解決に向けての話し合いを行うことで、 
	
 学校、家庭、地域がつながり同じ方向性を持ち子ども達への指導が行えるだろう。 
	
 より効果的な指導ができる。 
②小中 9年間を通して生活リズムの大切さや電子メディアと体や心のかかわりについて
学び、継続的な生活習慣の定着を図る取り組みを実践していくことにより、子ども達

自身が繰り返し自分の生活について振り返り・考え・見直し、よりより習慣をつくろ

うとする態度を育んでいくことができる。 
＜具体的取り組み＞ 
	
 学校・家庭・地域のつながりをめざして	
  
４月	
 ・ＰＴＡ総会西部地区小中基本的生活リズムのめやす表の配布 

めやす表の説明と西部地区小中連携による取り組みについての説明 
保護者への協力依頼（小・中） 

５月	
 ・生活リズムアンケート調査実施（小・中） 
	
 	
 	
 さわやか週間の設定（生活リズムカードによるふりかえり）（小・中） 
７月	
 ・学級懇談会	
 生活リズムアンケート結果（各校）資料配布と話し合い（小・中） 
９月	
 ・西部地区小中合同学校保健委員会	
 講演会の案内状配布	
 （小･中）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 保護者・	
 西部地区内幼稚園、保育園	
 等	
 

10 月	
 ・西部地区小中学校合同学校保健委員会（10／30）	
 （小･中） 
講演会「子どもたちへの伝言	
 ～	
 電子メディアの光と影	
 ～」 

	
 	
 	
 	
 講師：国立病院機構仙台医療センター小児科医	
 田澤	
 勇作	
 氏 
参会者：八中学校生徒（1年～3年）小中合同学校保健委員会参会者 

西部地区小中学校保護者・西部地区小中学校教職員 
西部地区内幼稚園、保育園教職員 

11月	
 ＰＴＡ研修会：親子研修講演会	
 （小） 
	
 	
 「	
 インターネット	
 ・ＳＮＳについて～	
 親子で学ぶネットモラル	
 ～	
 」 
＊アンケートより：保護者として知っておきたいことがわかりました。子どもと携帯について話す 

よいきっかけとなりました 

12月・西部地区合同学校保健委員会だより発行	
 （小・中）	
  
２月・中学校入学オリエンテーション	
 (中) 

生活リズムの大切さについて保護者へ講話 
	
 	
 	
 ・就学時入学説明会	
 就学時保護者に対して（小） 

生活リズムめやす表の配布と説明 
日本小児科医会「見直しましょう	
 メディア漬けの子育て５つの提言」配布 

・生活リズムの大切さ電子メディアとからだや心への影響についての指導 

＊電子メディア 

長時間接触児童、保護者 

個別指導・相談	
 通年実施 



	
 学び：知識・理解を深め行動化（セルフコントロール）に結びつくことをめざして	
  
６月	
 保健指導（体重測定時：１０分間）（小）	
 	
 「	
 電子ゲームとからだ	
 」 
９月	
 児童委員会によるよびかけ	
 「	
 生活リズムの大切さ	
 」（小） 
・生活リズムクイズ（生活リズムめやす表から）テレビやゲーム時間を守ろう 

１０月	
 講演会「子どもたちへの伝言	
 ～	
 電子メディアの光と影	
 ～	
 （中） 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 講師：国立病院機構仙台医療センター	
 小児科医	
 田澤	
 勇作	
 氏 
◇田澤先生の講演より 
	
 	
 自分の命を守るために、今の生活を見直してみよう。変えてみよう！もっと素敵な 
中学生になれますよ。もっと素敵に生きることができますよ。 

 
 
 
 
	
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11 月	
 ◇心と体の健康講話（小学校 4～6 年）	
 	
 （小）	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 「	
 「	
 テレビやゲームとのかかわりを考えよう	
 」	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 講師：西部地区小中学区精神科校医	
 阿部憲史	
 先生	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

子どもの感想より	
 

	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

 

＜中学生の感想より＞ 
・私はよく頭が痛くなったり疲れが取れないことがあるのでメディアの時間を減らしていこう

と思いました。お話の中でメディアを止めると学力が向上すると聞いたので受験に向けてもメ

ディアの時間を減らしたいです。 
・テレビやゲームをやり過ぎると脳があまり働かず、目に輝きがなくなること、テレビ・ゲー

ム等の現実とは全く離れているものを長くすることによって現実の人と人とのコミュニケー

ションのとり方がわからなくなって、自尊心が低くなっていくことを学びました。いかに子ど

もの心と体に影響が出ることがわかりました。 
・私はテレビやゲームを長い時間してしまうことがあるので気をつけたいと思いました。今日

は知らないことが知れて良かったです。高校生になると携帯を持つと思います。ネットなど使

いすぎないようにしたいです。 

 
＜小中教職員の感想から＞ 

・今の時代の子ども達にとても必要な良い講演

だった。大変勉強になった。 

・脳は文字や言葉を使うことで発達することを

医学的な面からお話しいただきとても納得で

きた。多くの人に聞かせたい。  

 

＜子どもの感想より＞ 

ゲームの時間を守らないとゲーム脳や依存症などになってしまうので、時

間を守っていきたいと思いました。そして、友達と楽しく遊んで、外で運動

もして健康な体をつくりたいです。がまんする力はゲームではなく友達とけ

んかしたり仲直りすることでできるとても大切だとわかりました。 

 







◇平成 26度の取り組みについて	
 成果と課題 
	
 	
 	
 	
 平成 26年度の取り組みは、平成 24年度から西部地区学校保健委員会にて課題と

なっていた電子メディア接触時間をコントロールできない子ども達のセルフコント

ロール力を高めていき生活リズムを改善していくことを目的に行われた。「子どもも

大人もメディアの心や体への影響について知ることから始めよう！」の考えの下、

中学生は仙台医療センターの田澤先生より、小学生は精神科校医の阿部先生からお

話しをお聞きし学ぶことができた。また、各学校では養護教諭を中心に保健指導教

材を西部地区小中学校で共有しながら学級指導や保健指導にて電子メディアの心や

体の影響についての学習が行われた。子ども達からは、身近にある電子メディアの

心身の影響について、知らないでいることの怖さ、知ることの大切さが良くわかっ

たという感想が多く寄せられた。定期的に行われている生活リズム点検カードやふ

りかえりカードからは、自らの生活を振り返り電子ゲーム時間 30分を目標とし親子
でルールをしっかり確認し守ろうとする姿や、今までよりも少しでもテレビや電子

ゲーム時間を短くして目標に近づけようと 1年間がんばった子ども達の姿が多くみ
られた。今後、子ども達が小中 9年間でより多くのことを学び、セルフコントロー
ル力を高めていくことができるように、西部地区小中学校での指導内容を整理し発

達段階に即した指導計画を作り指導を進めていきたい。 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
６	
 おわりに 
	
 	
 西部地区小中合同学校保健委員会を中心とした小中連携による生活リズム改善の取り

組みは平成 23年度より開始し平成 26年度で 4年となる。第 1回目より「電子メディア
とじょうずつきあっていくためには～地域・学校・家庭でできること」を継続テーマと

し小中の実態を共有し話し合いが行われ課題解決に向けての取り組みが進められてきた。

年度毎に中１ギャップ改善に向けて、家庭でのルールづくりに向けて、心と体の影響に

ついての学び合い等、生活リズム改善のための小中連携による取り組みは少しずつでは

あるが広がりをみせている。また、継続的に進めていくことで、子ども達や保護者、教

職員の中に、生活リズムを整えるためには電子メディアとじょうずにつきあっていくこ

とが大切という考えが啓蒙され、家庭でのルールづくりの普及、電子メディアセルフコ

ントロールの必要性とめやす時間の浸透化など、学校・地域・家庭での意識化が図られ

るようになってきた。これからも、西部地区小中学校合同学校保健委員会を中心とし西

部地区小中学生の健やかな成長を育み将来への生きる力につながるように、小中連携に

よる 9年間を見通した活動を進めていきたい。 
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